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２■施策の担当課による評価結果　　　　 

平成18年度

　
平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

　対象者に対する予防接種済者の割合

　対象者に対する予防接種済者の割合

　対象者に対する予防接種済者の割合

施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

施策評価票番号 18

　昨年度に続き、新型インフルエンザ対策としてワクチン接種を全市民対象に行った。接種費用は、６５歳以上の高齢者は、１，０００円、高齢者を除くすべての人は、３，６００円の自己負担で接
種となり、高齢者を含めすべての市民に対して、市民税非課税及び生活保護世帯の低所得者に費用助成（窓口負担なし）を行った。

評価の内容

　感染症は社会へ与える影響が大きいため、的確に対処することが重
要となる。最優先で対処する。

　新型インフルエンザの発生はなかったので、高齢者インフルエンザの接種助成をおこなった。

　生活環境の向上に伴い、社会的な感染症への抵抗力が落
ちている。そのため予防に力を注ぐことと、発生時の拡大
阻止の対策が課題となる。

〃

〃

今後の環境変化を踏まえた課題認識 既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

２―１―３　

総合評価

課長　原田　昇

実績値（単位）

平成２２年度評価
（前期の成果）

９０．０（％） ９２．４（％）

　安全で安心して予防接種が受けられる体制と新しい感染症に対応できる体制づくり、そして、災害
時の医療体制を充実させる。

目標値（単位）

評価票作成者

基本施策コード感染症対策

健康福祉部 医療健康課

前期（平成１８年度～平成２２年度）

－

達成率(％)

　ポリオ

　感染症が流行することを防ぐ「社会防衛」と個人が感染
症にかからないようにする「個人防衛」の2つの目的から予
防接種が必要であり、国民全体の免疫水準を維持する為接
種機会を確保し、また、災害時の感染症対策への取組、新
感染症に対応できる体制に取組む必要がある。

　感染症が流行することを防ぐ為の対策に重点を置き、新しい感染症
への対応と災害時における医療体制を整える。

〃

　保健福祉「健康で安心して暮らせるふれあい・支えあいのまちづくり

　健康

Ａ

全期間（平成２３年度～平成２７年度）

担当課評価

Ａ

　医療機関との連携により予防接種を受けやすくし、予防接種の安全
性について情報提供を行なった。

　厚生労働省の通達に基づき、感染症マニュアルを整備し、休日診療
所及び保健センターの感染症予防整備に努めた。

　豊明市の１歳児時点の麻疹予防接種済者の割
合を示す指標

　新型インフルエンザの流行に対し、新型インフルエンザ対策行動計
画及び業務対応マニュアルの作成により感染予防に努めた。

１００．０（％）

　厚生労働省の通達に基づき、できる限りの対応に努めた。年度の途
中でも予防接種方法の変更等があり、委託機関への配慮に努めた。

１－１施策の名称

１－２担当

１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

－

　感染症予防を図るための対策の指標

－

　対象者に対する予防接種済者の割合

５８．０（％）

指標の定義

　対象者に対する予防接種済者の割合

　１歳児麻疹・風疹ワクチン接種率

－

－

９６．７（％）

３１．６（％）

　引き続き感染症予防に対する市民の意識啓発を促すとと
もに新型インフルエンザ対策に向けた国・県と連携した行
動計画、対応マニュアルの整備が必要である。

達成率(％)

１０２．７（％）

－

－

基本成果指標名

　高齢者インフルエンザ

　ＢＣＧ － ９７．８（％） － １００．０（％）

７７．３（％） － １００．０（％）

　３種混合 － ９０．４（％） － １００．０（％）

　ＭＲ（麻しん・風しん混合） － ９３．０（％） － １００．０（％）

　日本脳炎 －

● 施策評価の判定基準

Ａ ： 施策の目的を効果的に達成しているので継続する

Ｂ ： 施策推進の実施手法等に改善の必要がある



３■参考情報

番号
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価 実績値
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価 実績値
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価

1 Ａ 2 Ａ 79.1（％） Ａ 2 Ａ 75.0（％） Ａ 1 Ａ

2 Ａ 3 Ａ ― Ａ 3 Ａ 0（回） Ａ 2 Ａ

3 ― 4 ― 未実施 ― 4 ― 未実施 ― 3 ―

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

14

　平成２1年度

実績値

77.0（％）

3（回）

未実施

新興感染症対策事業 関係機関とのネットワークの確立（会議の開催）　2（回）

災害後の感染症対策事業 災害時感染症別の対処マニュアルの作成 5(種類)

事務事業名称 成果指標と最終目標値(単位)

麻しん・風しんワクチン接種率向上事業
(主要事業）

MRワクチン(麻しん・風しん）接種率　95.0(％)

　平成２３年度　平成２２年度施策を構成する事務事業の評価情報


